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利用・用途・応用分野

心筋梗塞や脳梗塞など、血管疾患の治療に用いるステント

目的・課題 解決ポイント

ストラット（３）の対をなしリンク（２）に連結さ
れたストラット辺（３ａ）の対向する側辺に一方
から他方向かって突出する複数の枝片（３ｂ）
が設けられ、枝片の側辺に沿って複数のラ
チェット歯が形成されている。ストラット（３）と
リンク（２）とが網目状に形成されたポリマー
ステントがその円筒形状を拡径する方向に
変形する際に対をなすストラット辺（３ａ）は相
互に接近するように変形し枝片が相互に重
なり、ラチェット歯がかみ合う状態になる。ラ
チェット歯のかみ合い作用により、ポリマース
テントがその円筒形状を拡径する方向への
ストラット（３）の変形は可能であるが、縮径
する方向への変形は阻止される。
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 各々複数のストラット辺が連結する複数のストラットが、リンクで連結されて網目形状を
なすように配置され全体として円筒形状をなすようにポリマー材料で形成されたポリマ
ーステント

 複数のストラットをリンクで連結し分布させた網目形状のストラット－リンク構造を有す
るポリマーステントにて、リンクに連結される２辺のストラット辺の内側にラチェット付き
枝辺を設け、ポリマーステントが拡径するように変形することは可能であるが、一定以
上の拡径後に縮径するように変形する際には枝片のラチェット歯同士がかみ合うことに
よってステントの縮径変形を阻止することができる。

 ポリマーステントであるので、金属製ステントよりも体内器宮にストレスが加わることは
少なく、 M RI画像に影響を及ぼすこともない。

 金属製ステントと同様、分岐部を有する血管の本幹と側枝とに留置するという使用形態
にも適合する。

【網目構造一部の拡大図】

【ラチェット付きポリマーステント概観図】

円筒形に形成したポリマーステントで
縮径変形を阻止する構成を有し、分岐部
を有する血管への留置にも適合すること
を目的とする。




